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論 文 内 容 の 要 旨
歯肉溝滲出液（gingival crevicular fluid；GCF）中の骨型アルカリホスファターゼ（bone type alkaline phosphatase；
BAP）と歯周病の病態との関連についての報告は未だない。本研究では，SPT期間の慢性歯周炎患者７６名（男性３９
名，女性３７名，平均年齢６３．４±１０．８歳）の健常部位［PD ４mm・BOP（－）］と病変部位［PD ４mm・BOP（＋）］
の上下顎前歯部および小臼歯の単根歯から採取したGCF中に検出されるBAP量を臨床的，生化学的に検討し，以下
の結論を得た。
１）病変部位では，健常部位と比較してBOP以外の全ての臨床検査項目（PlI，GCF量，GI，PD，CAL，歯槽骨吸
収率）と生化学検査項目［GCF中 BAP量，aspartate aminotransferase（AST）量，蛋白質量］で，有意に高
い値を示した。
２）健常部位と病変部位で，BAP量とAST量は正の相関を認めた。
３）健常部位と病変部位の基準からBAP量のカットオフ値を算出し，カットオフ値未満を低BAP（L-BAP）群，
カットオフ値以上を高BAP（H-BAP）群と定義した。健常部位と病変部位の L-BAP群とH-BAP群を比較した
ところ，BOP以外の全ての臨床検査項目で有意差は認めなかった。
４）健常部位のH-BAP群では，L-BAP群と比較してAST量と蛋白質量が有意に高い値を示した。
論 文 審 査 の 要 旨
本研究は，歯周病検査におけるGCF検査の BAP量測定の有用性について検討したものである。その結果，SPT期
間の病変部位では，健常部位と比較してBAP量の増加を認め，BAP量のカットオフ値を用いた検索から，健常部位
における微弱な炎症変化を捉えることができた。これらの知見は歯周病の早期診断の可能性を示すもので，歯学に寄与
するところが多く，博士（歯学）の学位に値するものと審査する。
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